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火星大気の惑星間空間への流出は、火星大気の歴史を考える上で重要な因子となっている．流出機構のうちで

重要なプロセスのひとつとして、上層（電離層高度および太陽風中）の中性大気成分がイオン化し、それにより生

成されたイオンが電場ドリフトで外に流れ出るプロセスがある．このプロセスは、太陽風の惑星周辺での減速過程

のメカニズムのひとつとして、よく mass-loading という言葉で呼ばれているが、太陽風中だけでなく、電離層内

でもさかんに起こる．今回このプロセスが、太陽風と電離層の相互作用全体の中で果たす役割を見積もり、これが

大気流出量にどのように影響するか議論する． 

電離層内の mass-loading でイオン成分が外にどれだけ流出するかを決めるのは、電離層内の運動（電場ドリフ

ト）の鉛直成分である．最近我々は、太陽風と火星大気のＭＨＤシミュレーションを行っているが、その結果から、

電離層内の鉛直方向の電場ドリフトが、その向き（上向きか下向きか）まで含め、太陽風および大気のパラメータ

に大きく依存することがわかった．例えば、太陽風の動圧を数倍変えただけで、一定高度での電離層内のプラズマ

ドリフト輸送が下向きから上向きに変り、電離層のプラズマが外に吹き出すことも起こりうる．また、このような

変化は、電離層のパラメータの変化、例えば、電子温度、中性大気とイオンの衝突頻度（これは中性大気の密度に

よる）などにも大きく依存する． 

現在火星の電離層を通じてのの大気流出量は１０の２５乗個／ＣＣ程度だと考えられているが、このような値

は、現在の火星のパラメータの微妙なバランスの上に成り立っている値であると考えられる．過去に現在の太陽風

や大気の状態と異なる条件が存在していたとすれば、大気流出量も大きく違っていた可能性がある．ここでは、こ

れらの可能性につき、電離層の諸プロセスを考慮したＭＨＤシミュレーションの結果を下敷きに議論したい． 


